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市 の 人 口 
	

男 25,670人 
	

世 帯 数 	14,666 

	

53,049人 女 27,379人 
	

（昭和57年12月1日現在）住民基本台帳から 

年末年始の交通安全運動期間中の12月20日、市老人

クラブ連合会（葛西専造会長）は駅前ロータリーで交

通ルールとマナーの街頭研修を行いました。 

この日は旧市内、栄、松島地区の単位老人クラブか  

らおよそ50人のお年寄りが参加、五所川原署原田交通

課長の指導で横断歩道の渡り方やマナーを実施に学び、 

交通弱者といわれるお年寄りから交通事故をなくしよ

うと誓いあいました。 
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投
票
所
、投
票
区
番
号
が
一
部
変
更
 

市
広
報
十
一
月
一
日
号
及
び

十
二
月
一
日
号
で

お
知
ら
せ
し

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
年
は
「
選

挙
の
年
」
で
も
あ
り
、
各
種
選

挙
の
執
行
が
予
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
の
で
、
各
投
票
区
の
投
票

所
及
び
投
票
区
番
号
の
一
部
変

更
さ
れ
た
も
の
に

つ
い
て
再
度

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
 

ロ
投
票
所
の
変
更
 

O
飯
詰
地
区
の
第
十
九
投
票

所

（生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
）
 

と
第
二
十
投
票
所
（
中
央
公

民
館
飯
詰
分
館
）
を
合
併
し

て
、
第
十
九
投
票
所
（

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
飯
詰
）
 

と
な
り
ま
す
。
 

＠
七
和
地
区
の
第
二
十
八
投

票
所
（
中
央
公

民
館
高
野
分

館
）
が第
ニ
十
七
投
票
所
（
高

野
文
化
セ
ン
タ
ー
）
と
な
り

ま
す
。
 

飯
詰
地
区
及
び
持
子
沢
地
区

の
皆
さ
ん
に
は
ご
不
便
を
お
か

け
す
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
 

何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ

り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

ロ
投
票
区
番
号
の
変
更
 

＠
飯
詰
地
区
の
第
十
九
投
票

区
と
第
二
十
投
票
区
が
合
併

さ
れ
て
第
十
九
投
票
区
と
な

る
た
め
、
第
二
十
投
票
区
以

下
順
に
投
票
区
番
号
が
次
表

の
よ
う
に
繰
り
あ
が
り
ま
す
。
 

な
お
、
ご
不
明
の
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
市
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
，
⑩
二

一
一
一
番
 

・

内
線
三
二
七
番
）

へ
お
間
い

合
わ
せ
下
さ
い
。
 

32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 
投
票
区
 小

 
曲
 
集
 
会
 
所
 

中
 
泉
 集
 
会
 
所
 

梅貫 
公 

田語 

分 

館 

中
央
公民
館
 

俵
 
元
 
分
 
館
 

中
央
公民
館
 

前

田
野

目

分
館
 

高
野
文
化
七
ン
タ
ー
  

羽
野
木
沢

小
学
校
 

長
 
富
 
集
 
会
 
所
 

毘
沙

門
小

学

校
 

戸
 
沢
 集
 
会
 
所
 

浅
 
井
 集
会
 
所
 

松
野
木
小

学

校
 

野
 
里
 
小
 学
 
校
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
 

セ
ン
タ
ー
飯
詰
 

投
 
票
 
所
 

事
 
項
 

選
挙

期
日
の
 

止
口
 

一
不
 

選
 
挙
 期
 
日
 

開

票
の
期
日
 

選
挙
人

名
簿

登
録

基
準

日
 

選
挙
で
き
る
方

の
住
所
要
件
 

選
挙
で

き
る

年
 
齢
 
要
 件
 

選
挙
人
名
簿
の

登
 
録
 

日
 

選
挙
人
名
簿
の

縦
覧
に
つ
い
て
 

不
在
者
投
票
の

期
問
及
び
場
所
 

青
森
県
知
事
選
挙
 

昭
和
五
十
八
年
一
月
十
二
日
 

昭
和
五
十
八
年
二
月
六
日
 

昭
和
五
十
八
年
二
月
六
日
（
即
日
）
 

昭
和
五
十
八
年
一
月
十
日
 

昭
和
五
十
七
年
十
月
十
日
以
前
に
住
民
基

本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方
 

昭
和
五
＋
七
年
十
月
十

一
日
か
ら
昭
和
五

十
八
年
二
月
五
日
の
期
間
内
に
、
県
内
で

住
所
を
移
転
し
た
方
で
、
前
住
所
の
市
町

村
で
知
事
選
挙
を
投
票
す
る
場
合
は
、
現

住
所
地
の
居
住
証
明
書
が
必
要
で
す
。
 

昭
和
三
十
八
年
二
月
七
日
以
前
に
出
生
し

た
方
 

昭
和
五
十
八
年
一
月
十

一
日
 

昭
和
五
十
八
年
一
月
1
二
E
ノ
プ

ニ
日
間

昭
和
五
十
八
年
一
月
十
四
日
ま
で
 

昭
和
五
十
八
年
一
月
十
二
日
か
ら

昭
和
五
十
八
年
二
月
五
日
ま
で
 

五
所
川
原
市
長
選
挙
 

昭
和
五
十
八
年
一
月
二
十
七
日
 

昭
和
五
十
八
年
二
月
六

日
 

昭
和
五
十
八
年
二
月
六
日
（
即
日
）
 

昭
和
五
十
八
年
一
月
二
十
五
日
 

昭
和
五
十
七
年
十
月
二
十
五
日
以
前
に
住
民

基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
、
引
続
き
居
住
し
て

い
る
方
 

昭
和
三
十
八
年
二
月
七
日
以
前
に
出
生
し
た

方
 

昭
和
五
十
八
年
一
月
二
十
六
日
 

昭
和
五
十
八
年
一
月
二
十
七
日
か
ら
 一

一一
日
昨
旦
 

昭
和
五
十
八
年
一
月
二
十
九
日
ま
で
 

昭
和
五
十
八
年
一
月
二
十
七
日
か
ら

昭
和
五
十
八
年
二
月
五
日
ま
で
 

戸
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③ 昭和58年（1983年） 1月15日 

南小の投票場所が変更 

市広報12月15日号でお知らせしたところですが、 

第 3投票区（五所川原市立南小学校）の投票所は、 

従来屋内体育館を使用しておりましたが、諸般の事

情により今後は同校体育室（トッパン参照）におい

て投票することになりますから、栄町、八重菊、田

町、新町、元町、蓮沼、不魚住に住所を有する有権

者の方は、お間違いのないようにして下さい。 

場
 

動
 

運
 

崖
来
の
投
県
所
 

●

内
体
岬
緯
 

餓影雷■“室目寧目■噛 

り
●
J
．
ト
 k

に
」
 

午
前
八
時
三
十
分
か
ら

毎
日

午
後
五
時
ま
で
 

産
経
会
館
四
階
会
議
室
 

毎
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で
 

産
経
会
館
四
階
会
議
室
 

選
挙
当
日
に
不
在
の
方
は
そ
れ
ぞ
れ
の
日
時
に
お
い
で
下
さ
い
。
印
鑑
を
必
ず
持
参
し
て
下
 

さ
い
 。

 

な
お
、
 
一
月
二
十
七
日
か
ら
は
、
知
事
選
挙
と
市
長
選
挙
の
両
方
の
不
在
者
投
票
が
出
来
ま
 

す
。
 

十
月
十
一
日
以
降
に
県
内
で
住
所
を
移
転
し
、
前
住
所
地
で
投
票
す
る
場
合
は
、
現
住
所
地
 

の
居
住
証
明
書
が

必
要
で
す
。
 

市
で
は
、
五
十
八
年
度

の
物
品
等
の
供
給
業
者
に

つ
い
て
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
書
の
受
け
付
け
を

し
て
い
ま
す
。
 

市
役
所
、
西
北
中
央
病
 

日
か
ら
二
月
二
十
八
日
ま

で
。
 

ロ
受
付
場
所
 
財
政
課
 

（
市役
所
四
階
）
 

ロ
提
出
書
類
 
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
書

（
一
 

物
品
等
供
給
業
者

を
受
付
 

院
、
給
食
セ

ン
タ
ー
等
、
 

市
の
施
設

へ
の
物
品
供
給

を
希
望
さ
れ
る
業
者
は
、
 

次
に
よ
り
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
 

ロ
受
付
期
間
 

二
月
一
 

式
）
（
中
請
用紙
は
財
政
課

に
あ
り
ま
す
）
 

な
お
、
詳
し
く
は
財
政

課
調
達
係
（
云

⑩
二
一

一

一
番
・
内
線
三
一
五
番
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

今
回
は
青
森
県
知
事
選
挙
と
五
所
川
原
市
長
選
挙
が
同
時
に
行
わ
れ
ま
す
か
ら
、
投
票
の
際
は
十
 

分
気
を

つ
け
て
下
さ
い
。
 

詳
し

い
こ
と
は
別
に

チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
 

選
挙
の
こ
と
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（

●
⑩
二
一
一
 

一
番
（
代
）
内
線
三
二
七
→
ル
番
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

事
務
局
（
胃
⑩
二

一
一
一
番
、
 

内
線
三
二
七
番
）

へ
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。
 

ロ
募
集
期
間

一
月
一
日

ー
 

一ニ
月
」
一
十
一日

ロ
試
験
期
日

募
集
期
間
中

随
時

（受
付
時

に
通
知
）
 

ロ
試
験
場

自
衛
隊
青
森
地

方
連
絡
部
五
所

川
原
募
集
事
務

所
（
，
⑩
二
三

〇
五
番
）
 

二等陸・海・空士

自衛官募集案内 

,
 

、
 

郵
便
に
よ

る
『
『J

 十」『
 
丁
麟
 

"
 

不
在
者
投
票
を
す
る
方
へ
 

ご
承
知
の
よ
う
に
、
今
年
は
 
投

票
用
紙
及
び
不
在
者
投
票
用

各
種
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
 

封
筒
等
の
交
付
は
受
け
ら
れ
ま

郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
 
せ
ん

の
で
、
お
早
や
め
に
次
の

け
た
方
の
中
に
は
、
有
効
期
限
 
も

の
を
持
参
の
う
え
、
選
挙
管

が
切
れ
る
方
（
有
効
期
限
は
交
 
理
委

員
会
で
交
付
を
受
け
て
下

付
を
受
け
た
日
か
ら
四
箇
年
間
）
 
さ
い
。
 

が
あ
り
ま
す
の
で
、
昭
和
五
十
 
口
持
参

す
る
も
の
 

三
年
十
二
月
三
十
一
日
以
前
に
 
一
、

前
に
交
付
を
受
け
て
い
る

交
付
を
受
け
た
方
は
、
再
度
申
 
証
明
書
。
 

請
を
し
て
郵
便
投
票
証
明
書

の
 
一
、

印
鑑
。
 

交
付
を
受
け
て
下
さ
い
。
 

な
お
、
不
明
な
点
が
あ
り
ま

期
限
の
切
れ
た
証
明
書
で

は
 
し

た
ら
、
市
選
挙

管
理
委
員
会
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おります。本年は猪年といわれ、そのイメージの如く、猪突猛進型で本事業も

せってはいけないと思うわけです。事業内容をより具体的に理解していただい

い展望と考え、あせらず、じっくり検討していきたいと考えます。 

それだけ問題点も多々あるわけです。新年号においては、ミ補償，をとりあげ今

影響するところの「過小宅地」について、みなさんとともに考えてみることに 

羽‘功1 

これ以上小さくすると宅地の機能がそ 

います。施行者は上記の災害防止上等 

準を定め、審議会の同意を得て換地を 

の地積は、政令で100平方メートル（約 

扱われる例が多いようですが、これに 

r 区画整理審議会の同意を得て定めるこ 

蕊 ~ 

市都市計画課 

宅地」についてです 

南部地区土地区画整理事業 

一＋、竜い～に 

例①適正換地に滅歩地積分が加わった場合 

匡正換地地積＋減歩地積相当分」 

整理前の道路  叫軸一一一 	 整理後の道 

適正地（仮換地） 

減歩地積相当分を 
この部分に換地をして 
もらうこともできます 

例②適正地に保留地が付いた場合 

適正換地地積＋保留地地積（減歩地積相当分） 1 

理後の道路

仮換地 

整理前の道路 

仮換地に保留地を
隣接させた場合 

今まで以上にせばめられるなど、この

ついては、緩和措置として減歩される 

会で決定 

移転の工法等により、その状況に適し 

措置をとっております。 

事 例 整理前の土地165d（約50坪）に対し、10％減歩と仮定した場合 

①
  

適正換地（仮換地）148.5m （約45 

減歩地積相当分16.5m'（約5坪）が加わ 

坪）に 

（約50坪） 

16.5dは事業の最終時点で清

算金として納付していただく

ことになります。 り、換地された場合 	165m 

②
  

（約45坪） 

（約5坪） 

l6.5m の保留地にっいては、 

事業の最終時点前までに買受

けしていただくことになります。 

適正換地（仮換地） 	142 .5rn 

に保留地地積 	~ l6.5m 

が付いた場合 	I65m （約50坪） 

凡 例 OAは整理前の土地 	OBは仮換地 	③Cは建築物 



指名競争入札業者を受付 

昭
和
五
十
八
年
度
に
市
が
発
注
す
る
工
事
の
入
札

に
参
加
を
希
望
す
る
建
設
業
者
は
次
の
要
領
で
手
続

き
を
し
て
下
さ
い
。
 

ロ
受
付
期
間
 

二
月
一
日
か
ら
二
月
二
十
八
日
ま
で
。
 

ロ
提
出
書
類
 

①
建
設

工
事
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書

（
建
設

省
統

一
様
式
）
②
建
設
業
許
可
証
明
書
、
③
主
要
取

引
金
融
機
関
名
、
④
納
税
証
明
書
、
（国
税
、
県
税
、
 

市
税
）
⑤
印
鑑
証
明
書
、
⑥
建
設
業
退
職
金
共
済
組

合
加
入
証
明
書
、
⑦
技
術
者
名
簿
、
⑧
建
設
機
械
器

具
名
及
び
数
量
 

ロ
提
出
先
 

市
建
設
課
庶
務
係
、
（
意
圃
）一
一
一一
一
番

・
内
線
一
一

一
一
八番
）
 

耕
地
事
業
申

請
の
お

知
ら

せ
 

昭
和
五
十
八
年
度
の
耕
地
事
 

業
実
施
に

つ
い
て
、
次
の
事
項
 

を
ご
留
意
の
う
え
、
申
請
し
て
 

く
だ
さ
い
。
 

▽
申
請
期
間
 

一
月
十
七
日
か
ら
四
月
三
十
 

日
ま
で
 

▽
申
請
用
紙
 

市
役
所
土
地
改
良
課
で
交
付
 

し
て
い
ま
す
。
 

▽
補
助
対
象
事
業
 

①
農
道
整

備

（補
修
、
新
設
、
 

改
良
、
橋
梁
、
他
）
 

②
か
ん
が

い
排
水
施
設

（
水
 

管
き
ょ
エ
事

に
ご
協
力
を
 

市
で
は
、
公
共
下
水
道
の
管

き
ょ
工
事
を
行
っ
て
お
り
ま
す

が
、
今
回
次
の
箇
所
で
施
行
い
 

門
工
、
掛
樋
、
用
排
水
路
新
設
 

改
良
、
他
）
 

③
事
業
費
一
〇

万
円
以
下
の
 

小
災
害
復
旧
、
そ
の
他
 

▽
補
助
対
象
者
 

二
人
以
上
の
共
同
施
行
、
土
 

地
改
良
区
、
農
業
協
同
組
合
等
。
 

/
 

、
、

一
り
 
、
 

一
1
1
木

ー
 

い
り
、
ー
 

1
 

た
し
ま
す
。
 

※
エ
事
期
間
 
①
一
月
六
日
 

ー
二
月
二
十
八
日
 

②
一
月
六
日
ー
三
月
五
日
 

こ
の
間
、
 一
部
通
行
止
と
な

る
箇
所
も
あ
り
車
の
通
行
や
商
 

店
、
歩
行
者
の
皆
さ
ん
に
は
大

変
ご
不
便
を
か
け
ま
す
が
、
公

共
事
業
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
 

事
故
防
止
等
に
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
 

× 

ノ
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新しい年を迎えてから早や1月も中旬になろうとして

それにならって進みたいところでありますが、ここであ

た上で、少しずつ前進すべき方向こそ将来における明る

市はじまって以来の約61 haの大事業なればこそであり、 

回もまたより具体的に地区住民の皆様に直接、間接的に

したいと思います。 

く過小宅地とは何か＞ 

過小宅地というのは災害防止上、衛生上などの観点から、 

こなわれるような一定の基準以下の宅地のことといわれて

特別な必要がある場合には、過小宅地とならないように基

定めることができます。 

く過小宅地の基準となる地積〉 

住宅地において、土地区画整理法でいう基準となる宅地 

30坪）以上を有しなければならないと定められています。 

一般的には、165平方メートル（約50坪）を基準として取

ついてはミ基準地積をいくらにすべきかミ施行者が、土地

とになります。 

く過小宅地の取扱いについて〉 

ー減歩を受けると家が入らなくなる場合は一 

現在ある建物敷地が事業によって減歩され、建物敷地が

ような場合とか、あるいは移転できなくなるような場合に

分を 

讐銭で地権者に清算していただく方法や 1 
②吉たは、換地に保留地を隣接させて、それをi審議 

買受けしていただく方法や 	 J 

③それ以外の方法としては、敷地（仮換地）にあわせた 

た方法によって措置がなされます。 

※駅東部第二地区事業区域では②の方法で過小宅地の緩和 

土地区画整理事業の紹介（47) 

今回は「過小 

, 



私
は
、
五
体
満
足
な
体
を

も
っ
て
生
ま
れ
、

ス
ポ
ー
ッ

も
勉
強
も
、
何
に
で
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が

で
き
る
、
 

何
不
自
由
の
な
い
体
で

す
。
 

今
ま
で
は
そ
れ
が
あ
た
り
ま

え
の
こ
と
で
、
そ
の
例
外
で

あ
る
人
、

つ
ま
り
身
体
障
害

者
の
人
は
、

た
だ
少
し
ば
か

り
恵
ま
れ
な
か
っ
た
か
わ

い

そ
う
な
人
…
と
し
か

思
っ
て

い
士欧
せ
ん
で
し
た
。
 

で
も
私
は
、
あ
る
ち
ょ

っ

と
し
た
き
っ
か
け
か
ら
大
き

く
考
え
方
が
変
わ
っ
て
き
た

の
で
す
。
 

そ
れ
は
、

テ
ニ
ス
の
試
A
ロ
 

の
帰
り
の
汽
車
で
の
出
来
事
で

し
た
。
今
年
も
ま
た
優
勝
し
、
 

浮
か
れ
一
丸分
で
、
わ
い
わ

い
に

ぎ
わ
う
汽
車
の
中
。
 一
つ
だ
け

い
す
が
あ
い
て
い
た
の
で
、

友

達
と
い
っ
し
ょ
に
す
わ
っ
た
の

で
す
。
車
中
は
混
み
あ
っ

て
い

た
の
で
、
 

「な
ぜ
こ
こ
だ
け
す
い
て
い
る

の
だ
ろ
う
…
。
」
 

と
、
少
し
変
だ
と
は
思
い
ま
し

た
が
気
に
も
と
め
ま
せ
ん
で
し

た
。
む
か
い
に
は
、
高
校
生
く

ら
い
の
ふ
と
っ
た
男
の
人
が
す

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
列
車
が
発

車
す
る
と
、
そ
の
人
は
急
に
、
 

「あ
ー
う
ー
あ
ー
う
ー
プ
 

と
、
何
か
を
訴
え
た
い
よ
う

に
、
 

手
を
ふ
る
わ
せ
て
な
に
や
ら
お

か
し
な
動
作
を
し
ま
す
。
私
も
 

友
達
も
、
思
い
が
け
な
い
突
然

の
出
来
事
に
、
し
ば
ら
く
ぼ
う

ぜ
ん
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
ぎ
こ
ち
な
い
動
作
か
ら
、
身

体
障
害
者
だ
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
「あ
ー
・
フー
あ

ー
 

う
ー
。
」
と
い
う
』円
は
、
辺
り
い

っ
ぱ

い
に
響
い
て
、
み
ん
な
の
 

注
目
を
集
め
ま
し
た
。
男
の
人

は
、
私
達
に
何
か
訴
え
て
い
る
。
 

だ
け
ど
、
私
達
は
そ
ん
な
こ

と
よ
り
も
、
注
目
の
的
に
な
っ

て
い
る
は
ず
か
し
さ
で
下
を
む

い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ク
ス
ク

ス
笑
っ
て
い
る
人
、
変
な
目
で

見
て
い
る
人
、
下
を
む

い
て
い

て
も
周
り
の
様
子
が
目
に
見
え

る
よ
う
に
わ
か
る
の
で
す
。
 

「
こ
の
人
、
口
が
言
え
な
い
だ

け
な
の
か
な
。
」
 

「頭
の
ほ
う
も
お
か
し
い
ん
じ

ゃ
な
い
。
」
 

「か
か
わ
ら
な
い
ほ
・フ
が
い
い

よ
。
」
 

小
さ
な
声
で
、
そ
ん
な
会
話

を
か
わ
し
て
い
る
と
、
 

「五
所
川
原
ー
。
五
所
川
原
ー
。
」
 

と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し

た
。
私
達
は
、
そ
そ
く
さ
と
席

を
立
ち
、
降
り
よ
う
と
し
ま
し
 

野
 
盲
「
 
弓
 

た
。
な
に
げ
な
く
後
ろ
を
ふ
り

返
っ
た
と
き
、
そ
の
人
は
私
達

の
ほ
う
を
見
て
、
“
ニ
コ
ッ
）
と

笑
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
人
は

私
達
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
だ

ろ
う
と
思
う
と
、
汽
車
を
降
り

て
か
ら
何
と
も
ラ
口
え
な
い罪
悪

感
に
お
そ
わ
れ
ま
し
た
。
あ
る

人
は
、
 

「あ
の
人
、
手
話
も
や
っ
て
た

ん
だ
よ
。
」
 

と
い
っ
て
い
ま
す
。
 私
は
下
を
 

む
い
て
い
た
の
で
、
そ
ん
な
こ

と
に
は
気
づ
か
な
か
っ
た
の
で

す
。
で
も
、
理
由
は
ど
う
あ
れ
、
 

あ
の
男
の
人
の
心
を
受
け
と
め

ら
れ
な
か
っ
た
自
分
に
、
や
り

き
れ
な
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
 

実
は
、
私
の
い
と
こ
に
も
身

体
障
害
者
が

い
ま
す
。
も
う
一
一

十
歳
く
ら
い
の
青
年
で
、
普
通

な
ら
新
し
い
社
会
の
旅
立
ち
に

希
望
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
る
時

期
な
の
に
、
そ
の
人
は
重
度
の

身
体
障
害
者
で
、
は
し
も
使
え

な
け
れ
ば
立
つ
こ
と
も
出
き
な

い
状
態
な
の
で
す
。
ふ
だ
ん
は

施
設
に
通
っ

て
い
て
、
正
月
な

ど
に
た
ま
に
帰
る
程
度
だ
そ
う

で
す
。
私
は
今
ま
で
、
そ
の
人

を
さ
け
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
 

自
分
の
り
ょ
う
け
ん
の
せ
ま
さ

に
、
今
や
っ
と
気
づ
い
た
の
で
す
。
 

私
が
初
め
て
い
と
こ
に
話
し

か
け
た
と
き
、

い
と
こ
は
不
自

由
な
体
を
動
か
し
、
言
葉
に
な

ら
な
い
声
を
出
し
て
必
死
に
な

っ
て
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
 

の
時
の
感
動
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

変
形
し
た
足
の
指
。
手
の

ひ
じ
は
曲
が
っ
て
い
て
手
を

つ
く
の
も
や
っ
と
。
口
も
ま

と
も
に
言
え
な
い
け
れ
ど
、
 

今
は
か
わ
い
そ
う
だ
と
は
思

い
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
よ
う

な
人
に
変
な
同
情
心
で
近
づ

い
て
い
き
た
く
な
い
の
で
す
b
 

り
っ
ぱ
な

一
人
の
人
間
と
し

て
見
て
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

私
の
母
は
た
ま
に
言
い
ま

す
。
 

「あ
の
人
は
ね
。
小
さ
い
こ

ろ
一
商
熱
を出
し
て
、
あ
ん
な

体
に
な
っ
た
の
よ
。
家
の
人

も
あ
の
子
も
苦
し
ん
だ
で
し

ょ
う
ね
。
」
 

汽
車
の
中
の
あ
の
人
も
そ

う
な
の
だ
ろ
う
か
。
私
は
り

っ
ぱ
だ
と
思
い
ま
す
。
 自
分

が
な
に
か
の
障
害
に
ぶ
つ
か

っ
た
と
き
、
A
7
一
度
考
え
る

こ
と
を
大
切
に
し
て
、
の
り

こ
え
て
い
き
た
い
の
で
す
。
 

少
 年
の
主

張
発
表

大
会
学
校

警
察
連
絡
協

議
会
長
賞
 

今

一
度
考
え

て
 

五
所
川
原
第
一
中
学
校
二
年
 
小
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用
金
庫
、
信
用
組
合
、
農
協
、
 

労
働
金
庫
で
も
取
り
扱
っ

て
お

り
ま
す
。
 

郵
貯
進
学
積
立
を
さ
れ
る
方

は
郵
便
局
へ
ご
相
談
下
さ

い
。
 

お
小
づ
か

い
を
出
し

合
っ

て
歳
末
助
け
合
い

に
寄
付
 

聖
心
幼
稚
園
の
よ
い
子
た
ち
 

市
内
末
広
町
の
聖
心
幼
稚
園
 

（
ジ
ル

・
ラ
ン
ド
ル
ヴ
ィ
ル
園

長
）
の
よ
い
子
た
ち
は
十
二
月

二
十

一
日
、
歳
末
た
す

け
あ
い

運
動
に
役
立
て
て
下
さ
い
と
、
 
 

六
万
二
千
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
 

百
二
十
五
人
の
よ
い
子
た
ち

が
お
小
づ
か
い
を
出
し
合
っ
て

贈
っ
た
も
の
で
す
。
 

国
の
進
学
口
ー
ン
の
ご
案
内
 

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
高
校
 

・

大
学

へ
進
学
さ
れ
る
お
子
さ

ん
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象

に
、
進
学
資
金
貸
付
の
利
用
を

呼
び
か
け
て

い
ま
す
。
 

手
続
き
も
簡
単
で
す
の
で
、
 

借
り
入
れ
を
希
望
さ
れ
る
方
は

公
庫
へ
申
込
書
を
ご
請
求
下
さ

い
。
（
お電
話
で
も
結
構
で
す
。）
 

ロ
取
扱
期
間
 
十
一
月
か
ら

四
月
ま
で
 

ロ
融
資
限
度
 
五
十

万
円
以

内
 ロ

利
率
 
年
八

・
四
％
 

ロ
使
途
 
学
校
へ
の
納
付
金
、
 

受
験
費
用
、
教
科
書
代
、
制
服

代
、
下
宿
の
敷
金
な
ど
進
学
に

必
要
な
資
金
 

ロ
返
済
方
法
 
お

子
さ
ん
の

修
業
年
限
以
内
（
最
長
四
年
）
 

の
元
利
均
等
月
賦
返
済
。
（
ボ

ー
 

ナ
ス
払
い
併
用
も
あ
り
ま
す
。）
 

ロ
保
証
人
 
一
人
以
上
。
（進

学
保
証
基
金
利
用
の
場
合
は

不

要
。）
 

ロ
お
間
合
わ
せ
先
 

国
民
金

融
公

庫
弘
前
支

店
 

（
廿
〇
一
七
二
璽
ハ
三
〇
三
番
）
 

な
お
、
お
近
く
の
銀
行
、
信
 



建 設 課

都市計画課

用 地 課

税 務 課

下水道課 

平山 晃司

高橋 佑

沢田 厳

柴田 進

高橋 幸子 まで。 

昭和58年除厄祈願祭実行委員会 

,
 

丈
夫
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産
み
育

て
る
た
め
、
ま
た
安
心
し
て
お

産
の
準
備
が
で
き
る
よ
う
五
所

川
原
保
健
所
で
は
次
の
日
程
で
 

「母
親
教
室
」
を
開
き
ま
す
。
 

ロ
と
き
 

二
月
九
日

（水
）
 

＠
テ

ー
マ
 
「妊
娠
の
よ
ろ
こ

び
」
 

ロ
と
き
 

二
月
二
十

三
日
 

（
水
）
 

⑥
テ

ー
マ
「妊
娠
中
の
生
活
」
 

ロ
と
き
 
三
月
九
日

（水
）
 

⑥
テ

ー
マ
 
「出
産
」
 

ルお
産
の

準
備
と
心
得

）
 

母
親
教
室
へ
ど

う
ぞ
 

お
気
軽
に
お

い
で
下
さ
い
。
 

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
消
化
管

の
内
視
鏡
検
査
」
 
につ
い
て
で

す
。
 

医
師
会
と
家
庭
を
結
ぶ
「
み

ん
な
の
健
康
教
室
」
が
次
の
日

程
で
開
か
れ
ま
す
。
 

ロ
と
き
 
一
ニ
月
一
一
十
三
日
 

（
水
）
 

⑥
テ
ー
マ
 
「赤
ち
ゃ
ん
の
保
 

み
ん
な
の
健
 康
教
室
 

ホ
ー
ル
 

ロ
講
師
 
工
藤
興
寿
氏
 

主
催
 
北
五
医
師
会
・
五
所
 

川
原
市
民
保
健
協
議
会
 

ロ
と
き
 
一

月
二
十
八

日
 

（
金
）
午後
一
時
か

ら
二
時
ま
で

ロ
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
四
階
 

育
」
 

ロ
受
付
時
間
 

い
ず
れ
も
午

後
零
時
四
十
五
分
か
ら
五
所
川

原
保
健
所
 

ロ
持
参
す
る
も
の
 
母
子
健

康
手
帳
 

⑦
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昭和 58 年 

圏回囲回湿圃園 
回 国 国 圃 

ロ対象者 男 昭和17年 4月 2日～昭和18年 4月1日生 

まれの方 

女 昭和26年 4月 2日～昭和27年 4月1日生 

まれの方 

ロと き 2月20日（日）午後 1時から 

ロところ 市中央公民館（駅裏） 

ロ会費こ lI器 

ロ申込み受付け 1月20日困から 2月 5日田まで

ロ申込み先 会費を添えて近くの実行委員、または、 

年
金
制
度
（
厚
生
年
金
な
ど
）
 

に
加
入
し
て
い
な
い
二
山ー
 
以
 

上
六
十
歳
未
満
の
方
が
加
入
で
 

き
、
六
十
歳
ま
で
に
二
十
五
年
 

以
上
保
険
料
を
納
め
れ
ば
老
齢
 

年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

被
用
者
＃
基
皿制
度
に
加
入
し
 

め
い
た
し
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
市
社
会
課

・
国

民
年
金
係
（
曽
⑩
二
一
一
一
内

線
二
六
六
番
・
二
六
七
番
）
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

 

外
国
人
の
方
も

国
民
年
金

の
 

改
正
で
、
昭
和
五
十
七
年
一

月
 

一
日
か
ら
加
入
で
き
ま
す
。
 

国
民
年
金
は
日
本
に
住
所
が
 

あ
る
外
国
人
の
う
ち
、
被
用
者
 

て
い
る
方
の
、
外
国
人
で
あ
る
 

配
偶
者
は
任
意
加
入
と
な
り
ま
 

す
。
 

ぜ
ひ
老
後
の
生
活
充
実
の
た
 

め
、
国
民
年
金
の
加
入
を
お
勧
 

  

 

' 

 

外
国
人

も
加
入
で

き
ま
す
 

 

民 

年 

金 

、、一／ 

 

   

ぐ 新受入図書） 

ご利用下さい。 市立図書館 

書 	名 著 者 名 書 	名 著 者 名 

個人・集団・社会 加藤 秀俊 っかのまの一十歳 畑山 	博 

銅鐸とコンピュータ 山田久延彦 やまぼうしの花咲いた 浜 	美枝 

理想国家スイ ス 八木あき子 ゲートボールのすすめ 池田 	勝 

峠から日本が見える 堺屋 太一 わが生涯の野球 川上 哲治 

原 爆 の 碑 黒川万千代 卑 弥 呼 狂 乱 安西 篤子 

借 	地 	権 米山 鈎一 最 初 の 目 撃者 大岡 昇平 

教 育 の 未 来 ジャン・ピアジエ 親 不 孝旅 日 記 北 	杜夫 

明日に向かっ て 丹羽 徳子 孤 独 な 剣 客 柴田錬三郎 

父 	の 	戦 	記 週刊朝日 炎 	熱 	商 	人 深田 祐介 

日 本 人 と 鉄 飯田 賢一 若 狭 	幻 想 水上 	勉 

農 業 技術大系 農 文 協 井 	戸 	の 	星 吉行 理恵 

土地政策と農業 梶井 	功 し ゃ れ た 言葉 宇野 信夫 

農 家 経済入門 吉田 寛一 私 の 愛 情 論 円地 文子 

土 壌 の微生物 都留 信也 男 	の 	美 	学 立原 正秋 

暖 簾 風 土 記 増田 	正 わが青春に出会った本 三浦 綾子 

こ と ば 散 策 外山 滋古 魚 津 だ よ り 池田弥三郎 

青 森 県印刷史 肴倉 弥八 イ 	ン 	ド 夢 幻 瀬戸内晴美 

ボ ク は 盲 導 犬 小倉 末魔 針 	干 	本 江夏 美好 

はたら く 障害者 大野 智也 慶 州 ナ ザ レ 園 上坂 冬子 

幸福を知る才能 宇野 千代 政商小佐野賢治 佐木 隆三 
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。
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(535号) ⑧ 広報ごしょがわら 昭和58年（1983年） 1月15日 

所得税の確定申告は、正しく、お早めに 
期限は 2 月16日から 3 月15日まで 

一
 [

 

	

昭和57年分の所得税の確定申告は、 2 月16日から受 	なりかねませんので、確定申告はできるだけ早く行う 

	

付けが始まります。申告期限は 3月15日です。期限間 	ようにしてください。 

	

近になりますと税務署は大変混雑し、落ち着いて相談 	なお、贈与税の申告は 2 月1日から 3 月15日までで 

	

できなかったり、長時間お待ちいただくようなことに 	す。 

受講資格 ①市内に住所、または勤務先を有する勤労青少

年。②満15歳以上～30歳までの方。③以前に受講された方で

も結構かI 

●受講料 無料（ただし、材料費は本人負担） 

・申込み先 勤労青少年ホーム（n⑩36O2番） 

●受講時問 午後 6時30分から午後 8時30分まで。 

●期間 1月17日～ 3 月28日 

募集内客 

毎 週 月 火 木 

教室名 手 	芸 
茶道・陶芸 

絵画・料理 

着付・生花

レタリング 

■■■国図園回園目 

受講者再募集のご案内 

SmoliiiCkan 

日本専売公社 

ちょっとした心づか

いも味のうち 

尊
っ
て
手
す
か
喫

煙

マ
ナ
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